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登録リスト（該当：44件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ニホンジカの痕跡]	ニホンジカの痕跡	長野大学裏の恵みの森で観察できたニホンジカの痕跡です。


足跡：ニホンジカの足跡は二つの蹄が特徴です。ニホンカモシカも似た特徴を持ちますがニホンジカの方が一般的に幅が狭いとされています。


糞：足跡と同様にニホンカモシカと似た特徴を持ちますが、個数と縦横比からおおよそ正確に判別することが可能と考えられています。

参考文献　
安藤正規、島村咲衣、後藤真希(2015)「形態的特徴からニホンジカおよびニホンカモシカの糞を判別する」『日本森林学会大会発表データベース』


角研ぎ跡：オスが木に自身のツノをこすりつける習性によるものです。縄張りを示すマーキングの意味やツノを立派に見せて繁殖に有利にするためなどとされています。


他にもニホンジカの食痕も観察できました。食痕とはニホンジカが高いと	2024-02-01
	2	[image: 【2024/1/28開催】氷風穴の里保存会主催　風穴講演会　氷風穴をめぐる人々と交通・産業]	【2024/1/28開催】氷風穴の里保存会主催　風穴講演会　氷風穴をめぐる人々と交通・産業	【風穴講演会　氷風穴をめぐる人々と交通・産業】
主催:氷風穴の里保存会
開催日:2024年1月28日(日)14:00-16:00(13:30受付)
12:30- 温風穴見学会(希望者のみ　風穴駐車場集合)
参加費:無料
定員:100名(先着順)
会場:安藤百福センター(小諸市大久保千百番)
駐車場:第二駐車場(県道沿い)
講師:宮下　健司氏(元　長野県立歴史館 総合情報課長)

詳細→氷風穴の里保存会ホームページ	2024-01-26
	3	[image: デジタルアーカイブを利用しやすくするには]	デジタルアーカイブを利用しやすくするには	デジタルアーカイブをより多くの人に利用してもらい、使いやすいと感じてもらう

参考
藤本蚕業デジタルコモンズ https://d-commons.net/fujimoto-dc/ 
上田市公文書 https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/kobunshokan/
 国立公文書館デジタルアーカイブ https://www.digital.archives.go.jp/ 
デジタルアーカイブ学会 https://digitalarchivejapan.org/
国立国会図書館デジタルコレクション　https://dl.ndl.go.jp/ja/
デジタルアーカイブとは？https://solution.toppan.co.jp/newnormal/contents/digitalarchive_toha.html
内閣府知的財産戦略推進事務局「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドラインhttps://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/guideline_2023.	2024-01-24
	4	[image: 2005年度長野大学入学式2005/04/04]	2005年度長野大学入学式2005/04/04	2005/04/04の記録。
2005年度の長野大学の入学式。当時、入学式は体育館で行われていました。健常者だけでなく障がいの学生も対等に学べることを補償するバリアフリーの大学らしく、パソコン要約筆記による情報補償がなされている点にもご注目ください(ステージに向かって左奥)。入学会場の出口にはサークル活動などの勧誘で学生たちが会場から出てくる新入生を待っていました。生協学生委員会STAFFあんずによる「新入生歓迎企画 友達100人できるかな？」も毎年開催されていました。	2024-01-21
	5	[image: 京都国立博物館、文化的景観の借景]	京都国立博物館、文化的景観の借景	★京都国立博物館/特別展「東福寺」

東洋音楽学会が京都で開催されたことのついでに京都をプチ観光してきました。ちょうど紅葉真っ盛りの観光シーズンの土日と重なり、京都は物凄い数の観光客で溢れていました。外国人観光客の多さが特に目を引きます。

問題はキャリーケースの置き場がないこと。京都駅にも各所にコインロッカーはありますが、全て塞がっていました。キャリケースを持ったまま、観光に出かけるには限界があり、プランBに変更。キャリーケースをガラガラ引っ張ったままで行けるところまでウォーキングするプラン。目的地を京都国立博物館に定め、市内のぶらぶらウォーキングも楽しみました。京都駅から徒歩23分です。ぶらぶら歩くにはほどよい距離。

京都国立	2023-11-20
	6	[image: 東洋音楽学会で学際的交流、偏在知を遍在に変える]	東洋音楽学会で学際的交流、偏在知を遍在に変える	★東洋音楽学会第74回大会

11/18-19の２日間、京都教育大学を会場に開催された東洋音楽学会第74回大会に参加してきました。初日の「京都の六斎念仏公演」は大変興味深いものでした。地元伏見桃山で伝承されている「六斎念仏」が披露されました。無形的な民俗文化は継承がされにくいだけでなく、その可視化・共有も極めてしにくい課題があります。民俗学者の柳田國男が全国に偏在する文化を可視化・共有するのが民俗学であると生前に発言をしていました。だから民俗学は面白い、と。デジタルな時代になり、やっとそれが民俗学を超え、やろうと思えば実現できる社会に変容しつつあるという社会状況の深化を想起しました。地域に偏在していた知・リソースを遍在する関係に変えるのが、私たちが今取り組んでい	2023-11-20
	7	[image: チームラボ金沢城光の祭]	チームラボ金沢城光の祭	★チームラボ金沢城光の祭(公式サイト)

学会で金沢に滞在し、幸いなことにチームラボのイベントが金沢城で開催されていました。11/11(土)、ついでにイベントを体験してきました。前日の雨から一転し肌寒くも幸い好天に恵まれました。大勢の人々が訪れ賑わっていました。チームラボを見るのは１年前、水戸の偕楽園のイベント以来です。趣向はほぼ同じで会場が異なり、どのように違うのかを比べるのも楽しみでした。このイベント、初見の時には感興があって感動的でしたが、２回目は感動はどうしても薄れます。広い会場だけあって今回は卵がめちゃくちゃ多い。卵の狭間に埋もれそうになります。偕楽園の梅林にしつらえられた光の仕掛けの繊細	2023-11-17
	8	[image: DA学会地域アーカイブ企画セッション2023/11/11]	DA学会地域アーカイブ企画セッション2023/11/11	デジタルアーカイブ学会第８回研究大会２日目の11/11(土)、地域アーカイブ企画セッションが開催されました。50名を超える参加者があり、充実した情報交換がなされました。

【セッションタイトル】 
「地域のアーカイブの構築と活用、人材育成〜地域のアーカイブが、デジタルアーカイブを進めるにあたって〜」
【セッションのねらい】
本セッションにおいては北陸各地域のデジタルアーカイブの取り組みを実践者から直に報告いただき、地域アーカイブの困難、課題は何か、どうすると利用されるものになるか、地域アーカイブを育てていくには何をすることが解決策になるかを考える。

■開催日時　11月11日(土)10:00～12:00
■開催場所　金沢未来のまち創造館多目的室2
■運営責任者　宮本聖二  立教大学大学院
■登壇者(敬称略)
司会進行：宮	2023-11-14
	9	[image: DA学会発表「地域デジタルコモンズで拓く知識循環型メディア環境」(2023)]	DA学会発表「地域デジタルコモンズで拓く知識循環型メディア環境」(2023)	▲研究発表資料(PDF)

デジタルアーカイブ学会第８回研究大会／一般研究発表
2023/11/10 発表会場：石川県立図書館
前川道博／[B11] 地域デジタルコモンズで拓く知識循環型メディア環境：オープンプラットフォームによる地域アーカイブ化支援を目指して

同予稿	2023-11-13
	10	[image: 「蚕都上田マップ」長野大学附属図書館に設置]	「蚕都上田マップ」長野大学附属図書館に設置	長野大学附属図書館の地域資料室に「蚕都上田マップ」を設置しました。地図は２種類あります。横1.8m/縦2.8mの巨大マップです。それぞれのPDFマップは下のリンクからも参照できます。

★市街図(明治～昭和)
1928年(昭和3年)の「上田市全図」に土地利用を色分け蚕糸業スポットをポインティングしました。蚕糸業で栄えた上田の絶頂期の記録です。

★上小地域(明治～昭和)
日本一の蚕種製造地であった塩尻地区、製糸業で栄えた丸子地区にフォーカスを当てています。

これらのマップは蚕都上田プロジェクト(代表：前川道博)が2010年に作成したものです。当時日本地理学会会長だった斎藤功先生(故人、当時は環境ツーリズ	2023-10-04
	11	[image: 「地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合」(2023)]	「地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合」(2023)	日本教育情報学会 第39回年会
地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合
d-commons.netによる主体的/協働学習の実践を通して
2023/08/27
前川道博	2023-08-27
	12	[image: DA学会発表「地域デジタルコモンズが拓くこと」(2023)]	DA学会発表「地域デジタルコモンズが拓くこと」(2023)	デジタルアーカイブ学会／地域アーカイブ部会
地域デジタルコモンズが拓くこと～d-commons.netによる地域課題の包摂的支援～　2023/07/26
前川道博

▼デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会サイト
シリーズ研究会　テーマ：地域デジタルコモンズが拓くこと～『光が丘デジタルアーカイブ』とd-commons.net～ (2023/7/26)


▼研究会の記録動画はコチラ（掲載元の動画を再掲）。	2023-07-26
	13	[image: 「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)]	「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)	研究発表
「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築～地域資料アーカイブの課題と活用に向けた解決策～
(2023/06/18 デジタルアーカイブ学会／第3回DAフォーラム)

　前川道博（長野大学企業情報学部）

【研究の概要】
藤本蚕業歴史館(長野県上田市)は蚕種製造企業であった藤本蚕業の所蔵資料を保管する文書館である。所蔵資料は2009年、その保存整理、目録化が図られたものの、その後10数年間にわたり、活用がなされないまま現在に至った経緯がある。本研究はその資料を含めた諸資源の活用、資料のデジタルアーカイブ化に向けて取り組んだ実践的活動を報告し、デジタルアーカイブ化の課題、その解決策を提起するものである。根本的な乖離をもたらす社会的背景には、知識消費(マスコミュニケーション)型社会のレジームがデジタルアーカイブ化への	2023-06-18
	14	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座
【日程】2023年
　　2月4日(土) 10:00～16:00　藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの課題[LINK]
　　2月5日(日) 10:00～16:00　地域資料デジタルアーカイブの構築に向けて[LINK]
　　2月18日(土) 13:00～16:00　皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会[LINK]

アンケート結果を掲載しました。
披露会の動画記録は追って公開予定です。


▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤	2023-02-26
	15	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの活用[LINK]
　12/17(土)10:00～16:00 藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション[LINK]
　01/14(土)13:00～16:00 皆さんのキュレーション披露会[LINK]
▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤本蚕業歴史館、上田小県近現代史研究会、長野大学
後援：日本教育情報学会デジタルアーカイブ研究会、日本デジ	2023-02-26
	16	[image: 藤本蚕業歴史館で開くオンライン講座第２日]	藤本蚕業歴史館で開くオンライン講座第２日	12/17(土)、藤本蚕業プロジェクト主催/デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会共催によるデジタルアーキビスト養成講座の第２回講座を実施しました。

今回の講座は、上田小県近現代史研究会のお二人の方：桂木恵さん、小平千文さんから「キュレーション実例」「近現代を捉える視点」の話題提供をいただきました。話題提供のレジュメは以下の【講座資料】に掲載してあります。


午後は、「藤本蚕業歴史館アーカイブ」の史料などを参照し「一次資料を使ったキュレーション」を実習を交えて学習してもらいました。

講座の動画記録は後日、こちらに掲載する予定です。

【講座資料】https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=18944	2022-12-19
	17	[image: D.W.Griffithと小津安二郎の インターテクスト的連関(2020)]	D.W.Griffithと小津安二郎の インターテクスト的連関(2020)	研究発表「D.W.Griffithと小津安二郎のインターテクスト的連関」
(2020/09/27 日本映像学会第46回大会 研究発表/研究A2)

【研究概要】
D. W. Griffith(1875-1948)の初期作品には、小津安二郎(1903-1963)のそれと極めてよく似たシステムが同定できる。小津がアメリカ映画、とりわけ Ernst Lubitsch の強い影響を受けていたことはよく指摘されている。しかしながら小津に最も類似した特徴を備えているのは Griffith の初期作品である。この点、先行研究では指摘されることがなかった。本研究ではGriffith作品、小津作品における人物の動きに沿った移動空間の分節、動きの分節が極めて共通性が高いことを実証した。

こうした特徴を備えた作品は映画初期において見られるものの、トーキー期においては類例を見出せない。特に小津のトーキー期における《動きの連続＝時間	2022-12-12
	18	[image: 地域資料デジタル化の課題と解決に向けた方策(2022)]	地域資料デジタル化の課題と解決に向けた方策(2022)	研究発表
地域資料デジタル化の課題と解決に向けた方策
「デジタルアーキビスト養成講座」の紹介を兼ねて
(2022/11/23 日本教育情報学会第19回デジタルアーカイブ研究会)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

【研究の概要】
デジタルアーカイブの大きな課題の一つは地域資料のデジタル化が極度に立ち遅れていることである。DXが進む現代においては資料のデジタル化により誰もが地域の情報源に直に触れ、主体的に地域を学び・理解に踏み出すことのできる社会の実現が望まれる。本研究では、地域資料のデジタル化を提起すると共に、地域資料のデジタル化が担えるデジタルアーキビストの養成を地域人材のリスキル／リカレント教育の観点から具体的にどのように養成講座としてモデル化できるか、諸課題の解決が図れるかを課題提起する。	2022-12-12
	19	[image: 地域学習に活かす校内資料のデジタル化(2022)]	地域学習に活かす校内資料のデジタル化(2022)	研究発表「地域学習に活かす校内資料のデジタル化：デジタルコモンズによる DX 時代の地域学習環境づくり」
(2022/11/12 デジタルアーカイブ学会第7回研究大会)

【発表概要】
全国の学校でGIGAスクールが実施されながら、学校で地域学習を計画しようとすると、地域を知る情報源がネット上には極めて少ないことが直ちに顕在化する。特に学校区の情報源は殆どの地域においても存在しないと言って過言ではない。さらには地域資料があっても、教員の経験不足等の理由によりその活用が図りにくい課題がある。

以上の課題を解決するため、これからの学校教育に求められる児童生徒の主体的で探求的な学びを包摂的に支援できる分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netを用いた「d-commonsメソッド」により、校内資料のデジタルアーカイブ構築に取り	2022-12-12
	20	[image: 藤本蚕業歴史館でオンライン講座実施2022/12/10]	藤本蚕業歴史館でオンライン講座実施2022/12/10	2/10、藤本蚕業プロジェクト主催/デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会共催によるデジタルアーキビスト養成講座を実施しました。地元/館内の見学もオンラインで。藤本蚕業歴史館での講座がいきなり全国から受講できるのは我ながら素晴らしいと実感しました。リアルタイムだけでなく録画によるオンデマンドでの事後視聴も可能な形で実施。これからの講座形態は受講者の都合にも合わせたこの柔軟な形態がよい。ローカル環境、ローカル資源の全国活用を実践するよい機会ともなりました。

【講座資料】https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11761	2022-12-11
	21	[image: 藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座]	藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座	藤本蚕業プロジェクト　＋
デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会シリーズ研究会
「藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座」

地域資源のデジタルアーカイブ化とその活用を図ることができる人材育成が本講座のねらいです。リタイアされた方々にとってはリカレント（学び直し）な学習、教員・文化施設職員などにとってはリスキル（スキル・知識の新たな獲得）の学習機会となります。藤本蚕業歴史館（長野県上田市）をフィールドにオンライン形式で開催します。

▼講座概要
実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイ	2022-11-14
	22	[image: 蚕種の里「上塩尻」まちあるきで再発見2022/11/26(藤本蚕業プロジェクト主催)＝終了]	蚕種の里「上塩尻」まちあるきで再発見2022/11/26(藤本蚕業プロジェクト主催)＝終了	上塩尻の蚕種製造民家、街並み、猫瓦（それ何？）などをめぐる見学会です。

令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
蚕種の里上塩尻をまちあるき、古建築と景観の保全活用についても意見交換

日本一の蚕種製造の中心地だった上塩尻の街並みや建物を探訪します。当日は建築史学のモリス先生を交え、古建築・景観の保全活用について地元の皆様とも意見交換します。

【日時】2022年11月26日(土)
　・まちあるき	13:00～15:00 雨天決行
　・意見交換会	15:15～17:15（塩尻地区公民館）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェクト
【協力】西部地域まちづくりの会 自然・生活環境部会、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会
【定員】・まちあるき ３	2022-11-14
	23	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)[終了]]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)[終了]	令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
佐藤家住宅・旧佐藤宗家/藤本蚕業歴史館見学会

蚕種の里とも呼ばれた上田市上塩尻に残る全国的にも希少な蚕種製造施設/蚕種製造民家を見学し、建物に触れながら建築上の特色や歴史的背景などを学び、地域づくりに活かしていきます。見学会の様子をデジタルアーカイブ化し、全国に向けても情報発信する機会とします。

【見学内容】佐藤家住宅(三ツ引)(2021年国登録有形文化財登録)、旧佐藤宗家(蚕室２
棟と邸宅跡)、藤本蚕業歴史館(旧藤本蚕業社屋)を見学。藤本蚕業歴史館展示室を事前開放。
【日時】2022 年 10 月 29 日(土) 14:00～16:00 雨天決行 （歴史館の事前見学 13:00～）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェ	2022-11-14
	24	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29実施]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29実施	藤本蚕業プロジェクトによる佐藤家住宅等見学会を実施しました。見学した建物は佐藤家住宅(三ツ引)[国登録有形文化財]、旧佐藤宗家の敷地跡、蚕室２棟です。14:00から16:00過ぎまでたっぷり約２時間、これらの建造物を調査された信州大学の梅干野先生、勝亦先生の解説をいただきながら見学をしました。

詳しくは別途説明します。	2022-10-30
	25	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)	令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
佐藤家住宅・旧佐藤宗家/藤本蚕業歴史館見学会

蚕種の里とも呼ばれた上田市上塩尻に残る全国的にも希少な蚕種製造施設/蚕種製造民家を見学し、建物に触れながら建築上の特色や歴史的背景などを学び、地域づくりに活かしていきます。見学会の様子をデジタルアーカイブ化し、全国に向けても情報発信する機会とします。

【見学内容】佐藤家住宅(三ツ引)(2021年国登録有形文化財登録)、旧佐藤宗家(蚕室２
棟と邸宅跡)、藤本蚕業歴史館(旧藤本蚕業社屋)を見学。藤本蚕業歴史館展示室を事前開放。
【日時】2022 年 10 月 29 日(土) 14:00～16:00 雨天決行 （歴史館の事前見学 13:00～）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェ	2022-10-25
	26	[image: 【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ]	【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ	　小諸市で蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

[第5弾移動企画シリーズ　民間で始まる蚕糸業ものがたり　【紺屋町ものがたり】　共催　紺屋町区公民館]
令和4年度小諸市市民活動促進事業　補助金活用事業
主催:特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト
後援:小諸市教育委員会/株式会社コミュニティテレビこもろ

[開催内容]
2022年11月3日(木曜日.祝日.文化の日)
13:00　受付開始
13:10-13:25　プロローグ コピーヌクラブ(バイオリンとピアノによる演奏)
13:30-15:00　講演会「蚕糸業とシルク利用の展望」講師:塚田　益裕氏(元　信州大学繊維学部　特任教授)
15:00-16:00　見学会　紺屋町歴史同好会のご案内　
蚕種蔵跡(大正6年3月設立)
平成30年度【小諸ふるさと遺産】山屋物産株式会社・勝俣浩司氏所有

[会場]
	2022-10-17
	27	[image: 分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援(2022)]	分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援(2022)	▲発表資料(PDF)
分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援
(2022/08/21 日本教育情報学会 第38回年会)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

▼研究の概要
分散型地域デジタルコモンズ(DX環境)の実現を支援する目的で開発を進めてきた分散型クラウドサービスd-commons.netを地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援の実運用に供している。本発表ではこれらの支援の実践を踏まえ、これからの知識循環型社会のプラットフォームとなるデジタルコモンズのモデル化を図る。加えて、地域資料のデジタルアーカイブ化、学校教育・社会教育等に具体的にどのように同サービスを適用していけばよいかを提案する。

▼参考サイト
★eduスクウェア
　d-commons.netをお試しになりたい方は新規ユーザー登	2022-08-19
	28	[image: d-commons.netによる 地域学習の包摂的支援(2022)]	d-commons.netによる 地域学習の包摂的支援(2022)	▲発表資料(PDF)
デジタルコモンズクラウドサービスd-commons.netによる地域学習の包摂的支援
(2022/06/28 デジタルアーカイブ学会 第２回DAフォーラム)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

▼研究の概要
分散型地域デジタルコモンズ(デジタルな地の共有地)の実現を支援する目的で開発を進めてきたクラウドサービスd-commons.netを2020年『みんなでつくる下諏訪町デジタルアルバム』に適用して以来、その汎用化・普及推進に取り組んできた。それ以後、『みんなでつくる西部地域デジタルマップ』『みんなでつくる信州上田デジタルマップ』等、タブレットを活用した児童生徒の主体的学習支援、地域資料のデジタルアーカイブ化、キュレーション型地域学習支援、教員向け地域学習研修支援といった多目的な方向で包摂的に地域学習・地域活動の支援ができ	2022-06-26
	29	[image: 分散型デジタルコモンズの汎用モデル開発(2020)]	分散型デジタルコモンズの汎用モデル開発(2020)	【PDF左】研究発表予稿　【PDF右】研究発表説明資料

前川道博／分散型デジタルコモンズの汎用モデル開発:下諏訪町地域アーカイブの構築を通して
デジタルアーカイブ学会第５回研究大会　2020年10月18日

▼研究の概要
デジタルコモンズの実現に向けては、利用者の立場に立ち、一人一人の知的生産の支援、生産された知識の共有・利用促進を図ることが必要である。本研究では、分散型デジタルコモンズを汎用的なクラウドサービスとして設計し実装するための基本モデルをとりまとめた。多様な諸地域、諸資源の状況に適応しつつ、柔軟に地域資料のメタデータ構造に適応できるデジタルアーカイブのクラウドサービスの汎用的なモデル・方式を設計し、下諏訪町地域デジタルアーカイブを構築した。	2022-06-10
	30	[image: 地域学習モデル「蓼科学アーカイブ」(2019)]	地域学習モデル「蓼科学アーカイブ」(2019)	【PDF左】研究発表予稿　【PDF右】研究発表説明資料
予稿は2017年、発表説明は2018年の蓼科学を対象とした点に違いがあります。

前川道博／スマホ・アーカイブサービスを適用した地域学習モデル「蓼科学アーカイブ」
デジタルアーカイブ学会第３回研究大会　2019年3月16日

▼研究の概要
長野県蓼科高校の「蓼科学」は、生徒が地元立科町を学ぶ地域科目である。学習メディア環境にはスマホとアーカイブサービスを適用した。アクセス側の主体性において成立する自己開発／学習機能の実現にその主眼を置いている。「蓼科学アーカイブ」は、生徒たちの地域探検（取材）をアーカイブサイトに載せ合う形で地域理解を深める学習プログラムである。生徒がスマホを使って地域を記録し、皆で地域アーカイブを構築できる学習メディア環境「信州デジ	2022-06-10
	31	[image: 地域の知の編集を支援するAIIの概念(2015)]	地域の知の編集を支援するAIIの概念(2015)	【PDF左】研究発表説明資料　【PDF右】研究発表予稿

前川道博／地域の知の編集を支援するAIIの概念～知識基盤プラットフォーム創出とオープンデータ促進に向けて～
日本教育情報学会・第31回年会　2015年8月29日

▼研究の概要
デジタルアーカイブの全般的な課題はその活用を促しにくい点にある。本研究では、地域の知を内包するデジタルアーカイブから知識・事象を関連付けたり、相互参照することを促進する機能「AII(Augmented Intelligent Interaction＝知識の接触への限りなき増大)」の概念を提出する。これにより、誰もが知のアーカイブ化、知の編集を行いながら、集合的かつ分散的にAIIが実現される地域知識基盤プラットフォームの構築が可能であることを予見する。合わせてこれらが資料等のオープンデータ化によって促進できることを示す。	2022-06-06
	32	[image: 『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会2022/03/26]	『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会2022/03/26	上田小県近現代史を考える集い
『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会
2022/03/26(土)14:00～16:10　上田市立上田図書館大会議室
主催：上田小県近現代史研究会
協力：d-commonsプロジェクト(長野大学前川研究室プロジェクト)
後援：デジタルアーカイブ学会 地域アーカイブ部会

▼全編動画記録 (116分)

＜発表会プログラム＞
☆開会の挨拶　小平千文会長
☆基調報告「社会科学の課題としての感染症」　 桂木惠
☆報告１「上田小県における『スペイン風邪』の実態と対応」　冨田隆順
☆報告２「ジェンダーの視点から見た感染症」　清水たか子
☆閉会の挨拶　村山隆

＜発表ごとの記録(別ページにリンク)＞
★開会の挨拶　 小	2022-04-02
	33	[image: 分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発]	分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発	▲デジタルアーカ犬

前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】はじめに
分散型地域デジタルコモンズは、地域デジタル知識循環型プラットフォームのコアとなる知識・データの共有地である[1][2]。その中核のクラウドサービスとなるd-commons.netを開発した。現在も地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援など多目的的で柔軟な運用、長期にわたる運用ができる課題解決の支援にd-commons.netを適用し、サービスの機能強化を図ってより実用性の高い、使いやすいサービスを目指している。

デジタルコモンズはさまざまな知識や学びの成果をどの地域からでも、誰でもが載せ合えるクラウドサービス上の「ネット上の本棚」（デジタルアーカイブ）、クラウドサービスと	2022-03-13
	34	[image: 富士宮駅１番線ホーム]	富士宮駅１番線ホーム	以前創価学会専用列車が発着していた時に使用されていたホーム。
富士宮には日蓮正宗の総本山、大石寺があったため、戦後は創価学会が大石寺参詣を目的とし、創価学会団体専用列車、通称「創臨」が東京から直で富士宮駅にまで発着していた。しかし、1991年日蓮正宗が創価学会を破門したのをきっかけに本数は激減し、現在は運行されていない。	2022-01-23
	35	[image: 小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990]	小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990	【左】テキストコード化版　【右】『信濃』誌記事コピー

蚕種製造の中心地であった上田市上塩尻の歴史的・文化財的価値について言及した論文は小林昌人氏（1931～2001、長野県松本市生まれ）の「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」(1990)が最初ではないかと思われる。

ここにその論文を転載し、諸活動の参考にしていただきたい。『信濃』誌記事はコピーでは読みにくいため、テキストコード化も行った。

所載：『信濃』第42巻第1号 pp.23～35 信濃史学会 1990 年1 月
テキストコード化・文書整形：長野大学前川道博研究室 2018 年09 月13 日	2022-01-18
	36	[image: 地域資料のデジタルアーカイブ化に向けたMALUI連携実現の課題]	地域資料のデジタルアーカイブ化に向けたMALUI連携実現の課題	日本教育情報学会第３７回年会・研究発表
地域資料のデジタルアーカイブ化に向けたMALUI連携実現の課題

　　2021年8月28日
　　前川道博（長野大学企業情報学部教授）

	2021-09-09
	37	[image: キュレーションモデルによる地域資料のアーカイブ化(2021)]	キュレーションモデルによる地域資料のアーカイブ化(2021)	【PDF左】研究発表説明資料　【PDF右】研究発表予稿

前川道博／キュレーションモデルによる地域資料のデジタルアーカイブ化～MALUI連携に向けた学習者中心のアプローチ～
デジタルアーカイブ学会第６回研究大会 2021/04/23

　前川道博（長野大学）



▼研究の概要
地域資料のデジタルアーカイブ化は、知識循環型社会の進展において極めて重要な課題である。学習者が必要とする知識・情報源に思うがままにアクセスし、参照データを活用して学習成果を公開する学習をここでは「キュレーションモデル」と呼ぶことにする。MALUI連携はその支援策として期待されるものであるが、制度的な壁、慣習的諸条件により連携にすら至れないのが実情である。本研究で提起するキュレーションモデルは、学習者が主体となり、MALUIが収蔵	2021-04-23
	38	[image: 信学会　上田予備校]	信学会　上田予備校	1枚目が現在、2枚目が2012年の外見を表した写真である。
私も一時期通っていた学習塾だが、今も多くの学生が利用しており、建物自体はほとんど変化がないことが分かる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	39	[image: 市民参加型キュレーションによる 地域資料のデジタルアーカイブ化]	市民参加型キュレーションによる 地域資料のデジタルアーカイブ化	発表資料、予稿は以下の「ＰＤＦファイル」から御参照ください。

日本教育情報学会・第15回デジタルアーカイブ研究会 2020/11/23(月)
研究発表「市民参加型キュレーションによる地域資料のデジタルアーカイブ化」
　前川道博＠長野大学企業情報学部


★ＰＤＦファイル（発表資料）
★ＰＤＦファイル（予稿）

＜市民キュレーション支援サイト＞
★みんなでつくる下諏訪町デジタルアルバム →https://d-commons.net/shimosuwa/
★みんなでつくる信州上	2020-11-23
	40	[image: 上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング]	上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング	私の所属するJIA（日本建築家協会）長野県クラブと、長野大学前川道博研究室において、上田市上塩尻地区に残る蚕種製造民家や歴史的な街並みの見学会が行われました。全国的にも珍しい民家建築が多く残るこの地の未来に向けた保全や活用方法を考えるきっかけとして、企画されたもので、詳しくはJIA長野県クラブのHPの会員レポートをご覧ください。
https://jia-nagano.com/blog/9487.html	2020-08-07
	41	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んでいました。その当時の蚕種製造民家は現在もなお数多く残り、「蚕種製造民家群」という全国的にも稀有な歴史的景観地区となっています。

	2020-07-18
	42	[image: 尾澤木彫美術館の外観]	尾澤木彫美術館の外観	尾澤木彫美術館は長野県上田市に位置する農民美術の美術館。館長の尾澤敏春氏およびその先代である尾澤千春氏の作品を数多く展示している。また世界各地の木彫人形も展示している。建物は新潟の豪雪地帯から移築した寄棟中門造の民家を改装したもの。

農民美術とは
長野県上田市を中心とした大正時代の工芸運動。東京美術学校を卒業し、パリで留学していた画家・山本鼎(1882～1946)が提唱した。冬場の副業として取り組み、農村の経済水準と文化水準を高めることを目指したもの。器や小物入れといった日用品から人形や木版画といった美術品、また手縫いや刺しゅう等その領域は多岐に渡る。

【参考文献】
石川義宗、禹在勇(2018)『長野県の木工文化：デザイン史から見た農民美術の意義』日本デザイン学会デザイン学研究概要集
神田愛子『	2020-07-15
	43	[image: 蚕都上田まちあるき2009(1)～西塩田・別所編～]	蚕都上田まちあるき2009(1)～西塩田・別所編～	

【日時】　2009年9月19日（土）
【ルート】
　上田駅温泉口→飯沼（高札場跡、郷蔵、飯沼公民館、古文書保管庫）→カネタの煙突→近代工業百年記念公園→丸子郷土博物館→丸子公園（依水館で昼食）→大屋駅（石碑）→上田駅温泉口

〈内容〉
かつて製糸業のまちとして活況を呈した旧丸子町を中心にまちあるきを行った。飯沼では、幕末・明治期に横浜貿易で活躍した生糸商人の足跡をたどる。その後、器械製糸工場で発展した丸子の史跡・歴史をめぐる。

〈案内人〉
阿部勇氏（上田歴史研究会代表、上田飯沼史学会会員、上田教育委員会）
奥村栄邦氏（上田飯沼史学会会長）

〈制作〉
企画・制	2020-05-24
	44	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。暑いとは言え、連日の猛暑からは解放されたように秋めいた爽やかさが感じられる一日となりました。

全国的にも稀有な蚕種製造民家群

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んで	2020-05-10
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